
横
井
家
た
た
ら
製
鉄
に
お
け
る
山
内
の
成
立
と
展
開

相

　

良

　

英

　

輔

は

じ

め

に

山
内
の
鉄
山
労
働
者
に
つ
い
て
、
徳
安
浩
明
氏
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
U
.

「
鉄
山
労
働
者
の
社
会
的
性
格
を
　
『
隷
属
性
・
閉
鎖
性
』
　
に
求
め
る
見
解
に
対
し
て

は
、
文
献
史
学
か
ら
も
す
で
に
多
-
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
　
(
保
阪
智
一
九
七
六
、

荻
慎
1
郎
1
九
八
l
、
山
崎
l
郎
1
九
九
l
)
c
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
た
ら
製
鉄

に
関
す
る
近
年
の
概
説
書
・
論
文
な
ど
を
み
て
も
、
従
来
の
見
解
が
依
然
と
し
て
育

力
で
あ
る
。
徳
安
　
(
二
〇
〇
一
a
)
　
は
、
近
世
の
鉄
山
労
働
者
を
借
金
奴
隷
と
み
な

す
見
解
の
根
拠
は
と
ぼ
し
く
、
村
方
と
鉄
山
の
間
に
は
一
定
の
人
的
交
流
が
あ
っ
た

と
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
鉄
山
労
働
者
の
特
性
の
ひ
と
つ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営

者
が
も
つ
稼
業
範
囲
の
枠
を
超
え
て
移
動
す
る
流
動
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
1
.

山
内
の
閉
鎖
性
や
鉄
山
労
働
者
の
隷
属
性
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
広
島
藩
の
明

暦
二
年
　
(
一
六
五
六
)
　
「
鉄
山
格
式
及
条
目
」
　
や
天
明
四
年
の
下
原
重
中
「
鉄
山
必

4

要
記
事
」
　
に
拠
っ
て
い
K
サ
c
　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
い
時
期

に
武
井
博
明
氏
が
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

従
来
の
鉄
山
労
働
者
の
　
「
移
動
と
規
制
」
「
借
金
奴
隷
化
」
と
い
っ
た
見
解
に
つ

い
て
、
「
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
氏
の
見
解
に
は
な
お
多
-
の
検
討
さ
る
べ
き
点
が

あ
る
。
第
一
に
、
鉄
山
労
働
者
の
性
格
を
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
、
発
展
史
的
視
角

に
欠
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
の
鉄
山
労
働
者
を
す
べ
て
一
括
し
て
扱
い
、
時

期
・
地
域
に
よ
る
発
展
段
階
の
差
異
が
具
体
的
な
か
た
ち
で
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

顧
慮
が
み
ら
れ
て
も
せ
い
ぜ
い
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
農
民
出
身
の

鉄
山
労
働
者
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
　
「
農
民
層
分
解
」
　
の
あ
り
方
と

の
か
か
わ
り
あ
い
に
お
い
て
把
握
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ

い
　
「
諸
方
の
あ
ぶ
れ
者
」
的
な
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
か
れ
ら
が
、
鉄

山
労
働
者
の
再
生
産
に
お
い
て
如
何
な
る
比
重
を
占
め
て
い
る
か
も
明
確
で
な
い
。

第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
農
民
の
鉄
山
労
働
が
駄
賃
稼
・
炭
焼
に
限
定
さ
る
べ
き
か
ど
う

か
も
十
分
の
検
討
を
経
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
駄
賃
稼
・
炭
焼
に
限
定
さ
れ
る
に
し

て
も
、
か
か
る
鉄
山
労
働
を
、
村
落
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
す
る
努
力
が
な

さ
れ
て
い
な
い
(
.
土
井
作
治
氏
も
「
山
内
に
は
厳
し
い
職
階
的
秩
序
が
し
か
れ
、

非
技
術
労
働
者
は
生
涯
妻
帯
を
許
さ
れ
ず
、
鉄
山
経
営
者
の
設
け
た
山
内
私
法
に
よ

り
二
歳
か
ら
強
制
的
に
就
労
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
山
内
は
l
般
農
民
と
の
交
流

が
認
め
ら
れ
ず
、
国
内
外
の
山
内
間
で
の
み
年
間
二
李
の
経
営
者
の
了
承
に
よ
る
移

動
が
認
め
ら
れ
て
い
た
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
「
こ
れ
ら
は
、
山
内
規
制
が
も
っ
と

も
強
固
に
な
っ
た
宝
暦
・
天
明
の
例
で
あ
り
、
そ
の
形
成
期
に
あ
た
る
元
禄
・
享
保

期
で
は
、
山
内
秩
序
を
め
ぐ
り
藩
・
鉄
山
経
営
者
・
製
鉄
技
術
者
の
間
に
、
緊
張
し

た
対
抗
関
係
が
継
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
え
等
し
た
が
っ
て
、
秩

山
労
働
者
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
「
鉄
山
必
要
記
事
」
が
ど
こ
ま
で
事
実
に
基
づ
い

て
い
る
か
、
さ
ら
に
そ
れ
が
い
ず
れ
の
地
域
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
か
、
あ

る
い
は
山
内
と
村
落
と
の
交
流
が
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
を
実
証
的
に
押
さ
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
今
後
の
た
た
ら
製
鉄
史
研
究
の
課
題
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
慣
井
家
の
た
た
ら
経
営
と
山
内
に
つ
い
て
言
及
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
棲
井
家
の
た
た
ら
経
営
と
地
主
と
し
て
の
成
長

鉄
師
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
実
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
実
証
的
な
研
究
は
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
史
料
的
制
約
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
土
井
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作
治
氏
も
「
た
た
ら
経
営
者
は
「
夕
タ
ラ
親
方
」
ま
た
は
荷
主
と
も
記
さ
れ
て
、
広

大
な
山
林
・
田
畑
・
屋
敷
を
所
持
し
、
鉄
生
産
・
流
通
を
支
配
し
、
中
世
土
豪
型

(
農
奴
主
型
)
・
前
期
資
本
型
と
性
格
づ
け
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
-
と
も
一
八
世
紀

前
期
以
前
の
場
合
に
お
い
て
は
、
彼
等
の
経
営
内
容
の
分
析
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
一
八
世
紀
以
降
に
お
い
て
た
た
ら
経
営
が
成
功
し
、
大
鉄
師
と
称
さ

7

れ
る
者
の
出
自
な
い
し
家
譜
か
ら
推
量
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
私
」
と
い
っ

8

て
い
る
。
地
主
制
の
視
点
か
ら
田
辺
家
を
分
析
し
た
高
橋
幸
八
郎
氏
や
山
田
盛
太
郎

氏
が
業
績
も
近
世
前
期
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
o
樫
井
家
は
、
近
世
初
期
か

ら
幕
末
な
い
し
明
治
期
に
い
た
る
ま
で
長
年
に
わ
た
り
鉄
山
、
腰
林
、
田
畑
を
絶
え

ず
集
積
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
を
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。

樫
井
家
文
書
の
元
禄
五
年
「
山
田
畑
家
屋
敷
鉄
穴
買
申
目
録
」
は
「
可
部
屋
勘
左

衛
門
」
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
保
元
年
か
ら
の
購
入
家
督
を
書
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
元
禄
五
年
以
降
も
書
き
た
さ
れ
、
元
禄
十
三
年
ま
で
記
さ
れ
て

い
る
。
榎
井
家
が
上
阿
井
村
で
最
も
早
く
鉄
山
を
購
入
し
た
の
は
、
正
保
五
年
で
あ

り
、
犀
風
瀧
山
の
一
部
を
銑
五
駄
で
購
入
し
て
い
る
。
同
五
年
に
は
「
呑
谷
掛
横
谷

不
残
」
を
丁
銀
一
三
〇
日
で
購
入
、
慶
安
二
年
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
鉄
山
そ
の

他
諸
々
丁
銀
三
賞
五
八
七
匁
で
購
入
、
同
三
年
に
は
田
畑
六
石
三
斗
三
升
五
合
を
l

l
 
l
匁
で
手
に
入
れ
、
明
暦
元
年
に
は
内
尾
屋
山
の
l
部
を
丁
銀
八
〇
〇
日
で
購
入

し
て
い
る
.
正
保
元
年
か
ら
明
暦
元
年
ま
で
の
十
l
年
間
に
銑
五
駄
、
丁
銀
四
貫
六

二
八
匁
を
支
払
っ
て
た
た
ら
製
鉄
業
の
基
礎
を
築
い
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
後
、
寛
文
元
年
か
ら
元
禄
十
三
年
ま
で
積
極
的
に
山
、
田
畑
、
家
屋
敷
、
秩

穴
を
買
い
進
め
、
こ
の
三
十
九
年
間
で
六
1
回
に
及
ぶ
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
主
に

は
腰
林
、
鉄
山
な
ど
の
購
入
で
あ
る
が
、
田
畑
も
二
六
石
二
斗
五
升
六
合
と
六
畝
九

歩
を
買
っ
て
い
る
。
そ
の
代
価
は
、
丁
銀
十
三
貫
六
七
九
匁
五
分
一
厘
と
札
銀
二
貰

八
三
〇
日
、
米
三
五
石
六
斗
l
升
八
合
、
銑
一
三
五
駄
二
五
貫
で
あ
る
.

樫
井
家
文
書
の
寛
政
九
年
「
田
畑
山
林
銑
穴
家
督
大
辻
直
段
積
書
」
は
、
可
部
屋

源
兵
衛
(
利
吉
)
　
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
た
樫
井
家
家
督
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

田
畑
の
惣
高
は
二
〇
四
石
三
斗
四
升
二
合
、
物
成
1
八
二
石
五
斗
六
升
五
合
で
あ
る

が
、
懸
米
(
小
作
米
)
　
二
四
五
石
八
斗
六
升
で
あ
り
、
差
引
徳
米
は
六
三
石
二
斗
九

升
五
台
と
な
っ
て
い
る
。
田
畑
惣
高
よ
り
も
懸
米
が
多
い
。
実
質
の
石
高
は
帳
簿
上

の
惣
高
よ
り
は
る
か
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

田
畑
以
外
の
家
督
と
し
て
、
鉄
山
五
三
ヶ
所
、
腰
林
三
五
ヶ
所
、
銑
穴
三
九
ヶ
所

が
あ
り
、
そ
の
合
計
代
銀
は
七
四
七
貫
四
〇
〇
日
で
あ
る
。
先
の
田
畑
と
あ
わ
せ
て

総
家
督
は
七
九
四
貰
四
二
匁
で
あ
る
。
元
禄
十
三
年
時
点
の
家
督
の
代
価
を
丁
銀
に

換
算
し
て
約
三
〇
貫
目
と
す
る
と
、
そ
の
後
寛
政
九
年
ま
で
の
九
七
年
間
で
家
督
を

二
六
倍
以
上
に
し
て
い
る
。
樫
井
家
の
旺
盛
な
事
業
意
欲
、
資
産
形
成
意
欲
を
示
し

て
い
る
。

家
督
集
積
は
上
阿
井
村
と
三
成
村
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
つ
い
で
下
阿
井
村
、

高
尾
村
、
尾
白
村
で
も
積
極
的
に
集
積
し
て
い
る
。
上
阿
井
村
の
鉄
山
は
二
一
ヶ
所
、

腰
林
八
ヶ
所
、
銑
穴
1
ヶ
所
と
な
っ
て
お
り
、
代
銀
二
四
l
貫
三
四
〇
匁
で
あ
る
.

三
成
村
で
は
鉄
穴
四
ヶ
所
、
腰
林
二
〇
ヶ
所
、
銑
穴
七
ヶ
所
を
集
積
し
て
お
り
、
そ

の
代
銀
は
l
九
二
貫
五
八
〇
匁
で
あ
る
.

寛
政
九
年
か
ら
六
三
年
後
の
蔓
延
元
年
の
慢
井
家
文
書
に
「
諸
家
督
書
出
帳
」
が

あ
る
。
硬
井
家
の
源
兵
衛
(
直
昇
)
　
に
よ
る
「
書
出
帳
」
　
で
あ
る
。
第
1
表
は
そ
の

う
ち
の
　
「
田
畑
書
出
」
　
で
あ
る
。
田
畑
総
高
は
約
二
六
1
石
で
、
寛
政
九
年
の
時
よ

り
三
〇
%
増
で
あ
る
。
し
か
し
懸
米
(
小
作
料
)
　
は
五
〇
三
石
と
な
っ
て
お
り
、
寛

政
九
年
の
時
の
　
「
帳
簿
」
と
同
様
に
検
地
帳
に
載
ら
な
い
田
畑
が
多
-
存
在
す
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
樫
井
家
の
地
主
と
し
て
の
収
入
で
あ
る
徳
米
は
、
年

貢
支
払
い
が
少
な
い
た
め
寛
政
九
年
の
四
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

第
2
表
は
、
田
畑
を
含
め
た
総
資
産
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
の
こ
の
時
点

の
総
資
産
に
は
、
田
畑
山
林
の
み
な
ら
ず
、
松
江
城
下
の
末
次
に
酒
場
二
ヶ
所
、
自

潟
に
町
屋
敷
四
ヶ
所
が
加
わ
り
、
樫
井
家
が
単
な
る
奥
出
雲
の
た
た
ら
製
鉄
業
者
に
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第1表　　万延元年(1860) 4月　　樫井家所有田畑の石高・年貢・小作料と実収高

石 高 年 貢 小 作 料 差 引 (徳 米 ) 代 銭

仁 多 郡 上 阿 井 村
石 r 石 石 s

5 3 .3 .1 .6 4 5 .3 .2 .0 9 6 .5 .5 .3 5 1 .2 .3 .2 7 3 1 8 .9 5 3

下 阿 井 村 7 .6 .7 .1 6 .5 .2 .0 2 0 .0 .2 .7 1 3 .5 .0 .6 1 9 2 9 .5 2 8

三 成 村 6 5 .5 .5 .0 5 8 .9 .9 .5 7 6 .5 .8 .6 1 7 .5 .9 .1 3 5 1 8 .2 0 0

高 尾 村 2 6 .7 .0 .3 2 1 .3 .6 .2 4 1 .4 .8 .9 2 0 .1 .2 .7 4 0 2 5 .4 0 0

小 馬 木 村 3 .4 .8 .8 2 .7 .9 .0 1 0 .8 .7 .4 5.0 .8 .4 1 6 1 6 .8 0 0

小 布 施 村 2 .1 .3 .6 1 .9 .2 .2 2 .6 .3 .5 7 .1 .2 8 9 .0 7 5

意 芋 郡 八 幡 村 2 0 .1 .8 .? 1 9 .1 .7 .9 3 .2 .1 .9 4 9 .0 .4 .0 1 3 5 0 9 .6 4 0

〝 玉 造 村 1 0 .7 .9 .6 1 0 .2 .5 .6 3 .4 .1 .7 1 6 .1 .6 .1 4 0 4 0 .2 5 0

大 原 郡 幡 道 村 6 6 .6 .6 .8 5 3 .3 .1 .8 1 4 2 .5 .5 .8 7 9 .2 .2 .3 1 5 8 4 4 .6 0 0

〝 西 日 登 村 4 .3 .1 .3 4 .0 .9 .7 1 5 .6 .5 .0 l l .5 .5 .3 2 5 6 7 .3 3 0

〝 大 原 郡 1 .0 .8 .0 1 .0 .2 .6 2 .0 .7 .6 1 .0 .5 .0 2 1 0 .0 0 0

田 畑 高 総 計 2 6 1 .9 .1 .2 2 3 4 .8 .0 .3 5 0 3 .0 .8 .4 2 6 8 .2 .8 .1 5 4 6 6 9 .7 8 0

(注) 「代銭」は小作料から年貢を引いた徳米を銭に換算したものである。
「万延原庚申4月諸家督書出帳」による。

第2表　万延元年(1860) 3月　慢井家総資産

家 督 種 類 対 価

田畑 (小作料503石084) 寅 文
54669.78 0

山代銭 291342 .80 0

鉄穴 6312.5 00

尾鉄穴 1140.0 00

鉄穴水 530.000

酒稼場 2 か所 (320石 と240石) (松江城下末次) 1760.0 00

町屋敷 4 か所 (松江城下 白潟) 14510.0 0 0

計 370339 .0 0 0

外 ニ 72000.00 0

「万延元庚4月諸家督書出帳」による。
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と
ど
ま
ら
ず
、
松
江
藩
内
有
数
の
資
産
家
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
酒
稼
場
」
　
の
一
つ
は
、
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
　
に
末
次
中
原
町
の
稲
苫
屋
徳
助

が
造
高
二
四
〇
石
の
鑑
札
を
得
、
そ
れ
を
嘉
永
三
年
(
l
八
五
〇
)
吉
田
屋
曾
太
郎

が
譲
り
受
け
、
さ
ら
に
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
一
二
月
、
模
井
源
兵
衛
が
買
い
取
っ

た
も
の
で
あ
る
。
「
証
文
」
に
は
、
譲
り
主
吉
田
屋
曾
太
郎
と
共
に
、
魚
町
年
寄
の

池
屋
孫
左
衛
門
が
連
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
酒
造
稼
場
」
は
末
次
魚
町
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

樫
井
家
総
資
産
の
対
価
は
四
四
万
二
三
三
九
貫
文
で
あ
る
が
、
銀
一
匁
を
銭
一
〇

〇
文
と
す
る
と
、
銀
四
四
二
三
貫
三
九
〇
匁
で
あ
る
。
こ
れ
を
寛
政
九
年
の
資
産
と

比
較
す
る
と
、
約
五
・
六
倍
に
な
っ
て
い
る
。

安
永
九
年
に
銃
座
が
設
置
さ
れ
、
鉄
を
幕
府
の
専
売
に
し
た
た
め
、
生
産
者
は
安

価
に
鉄
を
買
い
取
ら
れ
、
た
た
ら
製
鉄
業
は
苦
難
を
強
い
ら
れ
る
。
天
明
七
年
鉄
症

は
廃
止
さ
れ
る
が
、
享
和
年
間
ま
で
二
〇
年
間
た
た
ら
製
鉄
業
は
苦
し
い
経
営
の
中

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
樫
井
家
は
再
び
資
産
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。二

　
寛
保
三
年
棲
井
家
鍛
冶
屋
の
山
内

松
江
藩
は
正
徳
四
年
(
一
七
1
四
)
天
秤
鞘
使
用
禁
止
令
を
出
す
。
た
た
ら
生
産

り
大
規
模
化
に
よ
っ
て
砂
鉄
需
要
が
多
-
な
り
、
清
流
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
翌
年
に
は
再
び
認
め
て
い
る
。
樫
井
家
は
こ
の
五
年
後
の
享
保
五

1

'

f

l

ハ

*

蝣

・

;

年
(
一
七
二
〇
)
　
に
、
上
阿
井
村
に
伊
壮
升
再
鐘
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
模
井
家
が
備

後
国
か
ら
上
阿
井
村
呑
谷
に
移
住
し
て
き
た
の
は
正
保
元
年
(
1
六
四
四
)
　
で
あ
り
、

呑
谷
か
ら
現
在
の
居
住
地
で
あ
る
上
阿
井
村
内
谷
に
居
宅
を
構
え
た
の
は
元
文
三
年

(
一
七
三
八
)
　
で
あ
る
。
享
保
五
年
の
伊
牡
升
再
鐘
は
、
高
殿
た
た
ら
と
天
秤
鞘
を
備

え
、
大
規
模
生
産
体
制
を
整
え
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
樫
井
家
に
は
、
享
保
五
年

か
ら
二
十
三
年
後
の
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
上
阿
井
村
の
「
鉄
方
鍛
冶
屋
者
亥
宗

門
御
改
目
録
」
の
控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
模
井
家
居
住
村
に
荏

在
し
て
い
た
山
内
鍛
冶
屋
者
の
「
宗
門
御
改
目
録
」
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
当
時

の
山
内
の
実
態
と
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
山
内
に
は
、
男
女
二
〇
三
人
(
男
1
〇
五
人
、
女
九
八
人
)
が
居
住
し
て
い

る
。
う
ち
、
禅
門
一
人
、
鍛
冶
屋
者
(
家
族
含
む
)
二
〇
〇
人
、
菅
女
二
人
で
あ
る
。

彼
ら
の
宗
旨
内
訳
を
み
る
と
、
禅
宗
上
阿
井
村
妙
楽
寺
五
人
、
真
宗
上
阿
井
村
専
福

寺
1
八
八
人
、
同
宗
同
村
了
端
寺
七
人
、
同
宗
下
鴨
倉
村
光
善
寺
三
人
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
か
ら
の
増
減
内
訳
を
見
る
と
、
二
人
増
え
、
一
方
で
八
人
が
死
亡
し
て

い
る
。
増
加
の
要
因
は
、
七
人
(
男
二
人
、
女
五
人
)
が
出
生
、
三
人
(
男
二
人
、

女
1
人
)
が
他
村
よ
り
移
住
、
l
人
(
女
)
は
他
郡
よ
り
の
移
住
で
あ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
、
寛
保
三
年
に
内
谷
鍛
冶
屋
者
の
家
族
が
山
内
に
二
〇
三
人
居
住

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
ほ
ぼ
男
女
同
数
で
あ
り
、
山
内
に
は
年
間
七
人

の
子
供
が
出
生
し
て
お
り
、
山
内
労
働
者
は
家
族
と
l
緒
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
l
人
の
鍛
冶
屋
者
の
家
族
が
平
均
五
人
と
す
る
と
、
四
〇
人
の
鍛
冶
屋
者
が
内

谷
鍛
冶
屋
で
働
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
史
料
」
の
最
後
に
は
、
こ
の
「
帳

簿
」
が
「
宗
旨
訳
ケ
証
拠
帳
二
引
合
、
少
も
相
違
無
御
座
候
」
と
、
「
上
阿
井
村
鍛

冶
屋
主
　
源
兵
衛
」
が
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
宗
門
御
改
目
録
」
は
、
下
郡
の
源
兵

衛
と
与
頭
の
伝
三
郎
へ
一
冊
ず
つ
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
慢
井
家
の
源
兵
衛
は
こ
の

時
、
下
郡
役
を
勤
め
て
お
り
、
一
冊
は
、
鍛
冶
屋
主
と
し
て
の
源
兵
衛
か
ら
下
郡
役

と
し
て
の
源
兵
衛
自
身
へ
差
し
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
模
井
家
の
源
兵
衛
は
郡
役
人

と
し
て
、
こ
の
当
時
す
で
に
郡
内
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

源
兵
衛
は
九
年
後
の
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
鉄
師
頭
取
に
就
任
し
て
お
り
、
た
た

ら
製
鉄
業
者
の
中
で
も
指
導
的
立
場
を
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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三
　
棲
井
家
た
た
ら
製
鉄
業
の
経
営
拡
大
と
流
通

樫
井
家
は
、
上
阿
井
村
内
谷
に
居
宅
を
構
え
、
そ
の
裏
山
に
金
屋
子
神
を
祭
り
、

さ
ら
に
居
宅
の
近
-
に
鍛
冶
屋
を
構
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
を
中
核
と
し
て
模
井

家
の
た
た
ら
経
営
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
地
と
形
態
は
、
享
保
期
か
ら

幕
末
・
明
治
・
大
正
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
樫
井
家
の
た
た
ら
場
は
、
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
以
降
、
上
三
成
村

宇
根
た
た
ら
に
固
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
上
阿
井
村
の
伊
罪
再
た
た
ら
、
猪
千

原
た
た
ら
、
下
阿
井
村
の
奥
湯
谷
た
た
ら
な
ど
を
順
番
に
打
ち
立
て
、
短
-
て
三
年
、

良
-
て
一
九
年
間
吹
き
、
こ
れ
ら
の
た
た
ら
を
二
度
、
三
度
と
使
っ
て
い
る
。
万
延

元
年
(
1
八
六
〇
)
以
降
は
、
宇
根
た
た
ら
以
外
に
、
藩
の
特
別
の
意
向
に
よ
っ
て

槙
原
た
た
ら
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
に
は
、

八
代
谷
た
た
ら
も
吉
田
村
の
田
部
家
と
共
同
経
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
三
軒

の
た
た
ら
を
経
営
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
鍛
冶
屋
は
上
阿
井
村
内
谷
の
鍛
冶
屋
以
外
に
、
寛
政
二
年
(
一
七
九
〇
)

か
ら
宇
根
鍛
冶
屋
半
軒
を
五
年
吹
き
、
寛
政
六
年
か
ら
曽
木
村
矢
入
鍛
冶
屋
半
軒
を

九
年
吹
き
、
さ
ら
に
文
化
六
年
か
ら
は
下
布
施
村
瀧
上
鍛
冶
屋
半
軒
を
三
年
吹
い
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
文
政
二
年
(
l
八
l
九
)
　
に
大
呂
村
龍
ノ
駒
鍛
冶
屋
半
軒
を
吹

き
、
同
六
年
に
は
再
び
瀧
上
鍛
冶
屋
を
七
年
吹
い
て
い
る
。
し
か
し
、
内
谷
鍛
冶
屋

以
外
に
最
も
長
期
間
鍛
冶
屋
を
経
営
し
て
い
た
の
は
、
天
保
元
年
(
l
八
三
〇
)
以

降
ず
っ
と
吹
き
続
け
た
下
阿
井
村
の
奥
内
谷
鍛
冶
屋
と
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
以

降
二
〇
年
間
吹
い
た
上
阿
井
村
の
木
地
谷
鍛
冶
屋
で
あ
る
(
「
万
延
元
年
系
図
並
代
々

御
称
美
寸
志
上
納
労
銭
鍍
鍛
冶
屋
御
免
場
所
替
書
出
」
控
に
よ
る
)
。
史
料
の
年
号

に
多
少
の
不
正
確
さ
は
あ
る
が
、
経
営
簿
な
ど
を
照
合
し
て
も
、
幕
末
楼
井
家
は
三

軒
の
た
た
ら
と
三
軒
の
鍛
冶
屋
を
経
営
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

樫
井
家
文
書
に
、
寛
保
四
年
(
一
七
四
四
)
「
諸
鉄
指
紙
留
帳
」
が
あ
る
。
仲
野

義
文
民
の
ご
教
示
に
よ
り
こ
の
史
料
を
知
っ
た
。
い
ず
れ
仲
野
氏
に
よ
っ
て
詳
し
-

分
析
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
樫
井
家
で
生
産
さ
れ
た
鉄
、
鋭
、
割
秩

を
販
売
先
へ
廻
送
す
る
た
め
、
問
屋
に
対
し
て
そ
の
商
品
鉄
の
品
目
と
数
量
を
書
き

記
し
て
廻
送
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
「
手
船
藤
三
郎
ヲ
以
て

越
後
・
新
潟
工
積
廻
シ
申
候
」
と
か
「
越
前
三
国
工
学
頭
村
善
吉
船
ヲ
以
積
廻
シ
候
」

な
ど
と
大
坂
、
北
陸
へ
の
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。
販
売
を
依
頼
し
て
い
る
問
屋
に

は
、
宍
道
の
小
豆
屋
五
右
衛
門
が
よ
-
登
場
し
、
大
坂
の
販
売
先
に
は
長
堀
の
泉
屋

理
助
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
「
口
田
儀
町
油
屋
庄
吉
船
ヲ
以
積
為
登
申
候
」
と
い
う

も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
詳
し
く
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
寛
保

年
中
に
は
自
ら
手
船
を
所
有
し
、
宍
道
湖
沿
い
や
日
本
海
の
海
岸
沿
い
の
問
屋
を
過

じ
て
生
産
し
た
銃
、
鋭
、
割
鉄
を
大
坂
や
三
国
な
ど
へ
販
売
し
て
お
り
、
慢
井
家
で

生
産
さ
れ
た
鉄
の
市
場
は
、
す
で
に
全
国
展
開
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ

の
時
期
、
樫
井
家
は
大
量
生
産
体
制
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
や
は

り
、
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
　
に
上
阿
井
の
内
谷
に
今
日
ま
で
続
-
居
宅
を
構
え
た

の
は
、
大
量
生
産
体
制
の
確
立
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
　
経
営
規
模
の
拡
大
と
山
内
人
口
の
増
加

寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
　
に
お
け
る
仁
多
郡
上
阿
井
相
鉄
方
鍛
冶
屋
者
宗
旨
別
の

「
従
寺
方
宗
旨
証
拠
帳
」
三
冊
は
、
宗
旨
別
に
家
族
ご
と
の
名
前
と
年
齢
が
記
さ
れ
、

山
内
労
働
者
の
家
族
の
実
態
が
よ
-
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
寛
保
三
年

の
山
内
人
口
よ
り
は
一
六
人
の
減
で
、
五
五
家
族
、
総
人
口
一
八
七
人
(
男
一
二
二

人
、
女
六
五
人
)
と
な
っ
て
い
る
(
史
料
の
末
尾
に
記
し
て
あ
る
合
計
で
は
な
-
、

付
葺
で
修
正
し
た
も
の
を
数
え
な
お
し
た
)
。
寛
保
三
年
の
史
料
で
は
、
男
女
の
数
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
女
子
の
数
が
男
子
の
約
半
数
で
あ
る
。
一
人
前

の
労
働
力
と
な
っ
た
ら
、
山
内
を
出
て
、
他
に
働
き
口
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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一
家
族
に
一
人
の
山
内
労
働
者
と
す
る
と
、
五
五
人
の
山
内
労
働
者
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
1
人
者
は
二
人
で
あ
り
、
四
四
人
が
女
房
、
子
供
や
親
、
兄
弟

な
ど
の
家
族
と
生
活
し
て
い
る
。
女
房
が
お
ら
ず
、
子
供
や
親
、
兄
弟
と
一
家
を
な

し
て
い
る
者
が
三
二
人
い
る
。
女
房
と
離
縁
し
た
か
、
先
立
た
れ
た
者
で
あ
る
が
、

や
や
多
す
ぎ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
の
寛
保
三
年
の
史
料
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、

こ
の
当
時
で
に
山
内
の
鍍
者
、
鍛
冶
屋
者
と
言
わ
れ
た
労
働
者
は
多
-
家
族
を
持
っ

て
山
内
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
家
族
構
成
を
見
る
と
、
大
家
族
の

者
も
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
市
三
郎
(
八
二
歳
)
　
の
家
族
は
二
二
人
家
族
で
あ

る
。
女
房
す
て
　
(
五
八
歳
)
、
長
男
平
右
衛
門
(
四
五
歳
)
と
そ
の
女
房
つ
ま
　
(
三

八
歳
)
、
平
右
衛
門
長
女
た
る
(
1
三
歳
)
、
息
子
次
郎
(
二
歳
)
、
妹
は
な
(
八
〇
)
、

は
な
の
長
男
市
郎
右
衛
門
(
四
五
歳
)
　
と
そ
の
女
房
ふ
ゆ
　
(
四
六
歳
)
、
市
郎
右
衛

門
の
長
男
六
次
(
一
三
)
、
は
な
の
次
男
樽
吉
(
四
四
)
、
樽
吉
長
男
浅
之
助
、
(
二

義
)
、
は
な
の
三
男
宮
吉
　
(
三
三
歳
)
　
で
あ
る
。
市
三
郎
の
家
族
六
人
と
、
市
三
郎

の
妹
家
族
七
人
が
1
緒
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
平
右
衛
門
と
市
郎

右
衛
門
、
さ
ら
に
宮
吉
は
働
き
盛
り
で
あ
り
、
こ
の
三
人
は
山
内
労
働
者
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
後
幕
末
ま
で
に
、
樫
井
家
の
た
た
ら
経
営
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、

当
然
山
内
労
働
者
は
増
加
し
て
い
っ
た
。
天
保
二
年
(
一
八
三
一
)
　
の
模
井
家
山
内

労
働
者
と
そ
の
家
族
は
三
一
三
人
、
文
久
三
年
(
l
八
六
三
)
　
に
は
四
〇
l
人
と
拡

大
し
て
い
る
。
寛
政
六
年
か
ら
文
久
三
年
ま
で
六
九
年
間
で
樫
井
家
の
山
内
労
働
者

の
家
族
を
含
め
た
総
人
口
は
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。

慢
井
家
所
蔵
文
書
「
家
元
大
別
書
出
」
は
、
年
不
詳
文
書
で
は
あ
る
が
、
万
延
元

年
創
業
の
槙
原
た
た
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
樫
井
七
郎
衛
門
か
ら
庄
屋
丈
兵
衛

宛
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
書
き
出
さ
れ
て
い
る
年
を
未
年
と
記
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
明
治
四
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
　
「
家
元
大
別
書
出
」
に
は
、

樫
井
家
の
た
た
ら
三
軒
と
鍛
冶
屋
三
軒
で
働
い
て
い
る
者
が
、
山
内
ご
と
の
家
族
敬

と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
慢
井
家
が
設
置
・
管
理
し

第3表　明治4年樫井家鍛冶屋・たたら山内の人口

内谷鍛冶屋 木地屋鍛冶屋 奥 内谷鍛冶屋 芋根 たた ら 槙原 たた ら 八代谷 たた ら

樺井宗 門付 き 15 4 46 32 6 8 3 0 6

上 阿井 町よ り入 る 25

120
9 8

上 阿井村 よ り入 る 7 o

他村 よ り入 る 20
10 20 68

他郡 よ り入 る 5 12

他領 よ りはい る 4 3

田部宗 門付 き 5 3 15

合計人 口 215 63 5 5 134 165 1 19

m 39 1 7 1 6 3 2 4 1 3 2

(注1)竃数の項の数字は家族数であり、竃数が山内労働者の人数とほぼ同じとみなすことができる。
(注2)この表には出てこないが、模井家文書にたびたびでてくる大吉たたらは安政5年八代谷たたらに

打ち替えられる。また、野土たたらは、諸施設を含めて明治15年に慢井家が買い取ったものであ
る。

模井家文書「家元大別書出」による。
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て
い
た
、
た
た
ら
と
鍛
冶
屋
ご
と
の
山
内
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
示

し
た
の
が
第
-
表
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
内
構
成
員
に
は
、
す
で
に
宗
門
改
帳
に

記
さ
れ
て
い
な
い
者
も
存
在
す
る
。
同
時
に
他
村
、
他
郡
よ
り
多
-
の
者
が
入
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

山
内
規
模
を
み
る
と
、
槙
原
た
た
ら
の
竃
数
が
最
も
多
-
、
山
内
労
働
者
と
そ
の

家
族
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
家
族
数
を
含
め
た
山
内
人
口
の
最
も

多
い
の
は
内
谷
鍛
冶
屋
で
あ
る
。
内
谷
鍛
冶
屋
は
榎
井
家
の
近
隣
に
附
設
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
山
内
に
は
鍛
冶
屋
者
以
外
の
者
も
居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
大
規
模
化

し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
奥
内
谷
鍛
冶
屋
、
木
地
屋
鍛
冶
屋
の
山
内
人
口
は
他

の
半
数
以
下
で
あ
り
、
規
模
は
小
さ
い
。
こ
れ
ら
の
鍛
冶
屋
の
位
置
は
、
内
谷
鍛
袷

屋
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
お
ら
ず
、
内
谷
鍛
冶
屋
の
付
属
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
合
計
六
軒
の
た
た
ら
と
鍛
冶
屋
に
付
属
す
る
山
内
の
合
計
竃
数
は
1
七
七

(
一
竃
に
一
人
の
山
内
労
働
者
と
し
て
、
山
内
労
働
者
の
数
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
)
、

家
族
を
含
め
た
山
内
人
口
の
合
計
は
七
五
1
人
で
あ
る
.
樫
井
家
の
た
た
ら
経
営
は
、

こ
れ
ら
家
族
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

五
　
村
と
山
内
の
交
流

と
こ
ろ
で
、
樫
井
家
に
は
山
内
住
人
の
「
宗
門
放
謹
文
」
と
「
宗
門
受
取
謹
文
」

が
合
計
l
七
四
通
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
1
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
文
化
二
年
か
ら
嘉
永
二
年
ま
で
の
四
四
年
間
の
山
内
人
口
流
動
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
宗
門
放
謹
文
」
は
、
山
内
か
ら
出
て
い
っ
た
者
を
宗
旨
大
別
帳
か
ら
除

く
こ
と
を
庄
屋
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
。
「
宗
門
受
取
謹
文
」
は
山
内
に
新
た
に

入
っ
て
来
た
者
を
宗
旨
大
別
帳
に
加
え
る
旨
庄
屋
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
七

四
人
の
う
ち
、
1
　
1
0
人
が
山
内
か
ら
出
て
い
る
。

山
内
を
出
た
理
由
を
み
る
と
、
結
婚
(
女
性
)
五
八
人
、
養
子
一
〇
人
、
離
縁
五

人
、
家
族
共
引
越
一
四
人
、
一
人
引
越
七
人
、
「
勝
手
二
付
引
越
」
三
人
、
「
行
方
不

知
」
　
1
三
人
で
あ
る
.
結
婚
の
た
め
山
内
を
出
て
い
っ
た
女
性
の
多
-
は
、
近
隣
の

村
へ
嫁
に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
か
に
は
備
後
国
恵
蘇
郡
森
脇
村
や
和
南
原
村
へ
、

さ
ら
に
能
義
郡
の
広
瀬
藩
上
山
佐
相
、
鳥
取
の
日
野
郡
萩
原
村
へ
嫁
に
行
っ
て
い
る

者
も
い
る
。
備
後
国
恵
蘇
郡
は
慢
井
家
が
出
雲
国
へ
入
国
以
前
に
居
住
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
広
瀬
藩
は
松
江
藩
の
分
家
が
藩
主
で
あ
り
、
比
較
的
抵
抗
が
少
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
日
野
郡
は
た
た
ら
製
鉄
の
盛
ん
な
所
で
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
縁
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

山
内
に
入
っ
て
来
た
者
六
四
人
の
内
訳
を
み
る
と
、
鉄
方
鍛
冶
屋
者
と
の
結
婚

(
女
性
)
　
三
七
人
、
養
子
二
人
、
離
縁
し
て
帰
っ
た
者
七
人
、
鍛
冶
屋
者
と
し
て

山
内
に
入
っ
た
者
三
人
、
そ
の
他
六
人
で
あ
る
。

山
内
を
出
た
者
二
〇
人
の
う
ち
七
六
人
が
女
性
で
あ
り
、
う
ち
五
八
人
は
結
婚

の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
山
内
に
入
っ
て
き
た
者
六
四
人
の
う
ち
女
性
は
四
八
人
で
、

う
ち
三
七
人
は
結
婚
の
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
化
二
年
か
ら
嘉
永
二
年
ま
で
の
四
四
年
間
で
、
山
内
か
ら
出
て
い
っ

た
者
が
入
っ
て
来
た
者
よ
り
は
る
か
に
多
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
寛
政
六
年
か
ら

天
保
二
年
ま
で
の
山
内
人
口
は
l
三
〇
人
も
ふ
え
、
そ
の
後
も
ふ
え
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
。
生
産
の
拡
大
に
よ
っ
て
二
、
三
男
を
新
た
に
山
内
鍛
冶
屋
者
に
抱
え
こ
む

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
.
1
方
、
山
内
を
出
て
い
-
者
の
多
-
は
女
性
で
あ
り
、

結
婚
の
た
め
に
出
て
行
-
。
そ
の
外
、
山
内
は
男
性
中
心
の
仕
事
場
で
あ
り
、
女
性

の
多
く
は
結
婚
以
外
、
仕
事
を
求
め
て
出
て
い
-
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
鉄
方
鍛
冶
屋
者
の
所
へ
近
隣
の
上
阿
井
村
、
下
阿
井
村
、
さ
ら
に
は

三
沢
町
、
ま
た
備
後
国
恵
蘇
郡
の
和
南
原
村
や
大
内
村
か
ら
も
嫁
に
来
て
い
る
。
港

を
超
え
て
婚
姻
圏
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

に
村
の
者
と
山
内
の
者
が
比
較
的
自
由
に
結
婚
し
て
お
り
、
山
内
と
村
と
の
交
流
は

ご
く
自
然
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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六
　
槙
原
鐘
の
山
内
規
則

榎
井
家
は
万
延
元
年
(
一
八
六
〇
)
藩
の
特
別
の
許
可
と
保
護
の
も
と
に
槙
原
御

鐘
を
設
置
し
た
が
、
元
治
二
年
(
一
八
六
五
)
　
に
は
山
内
規
則
と
し
て
「
山
内
定
法

書
目
」
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
「
宗
門
之
儀
」
や
そ
の
他
の
諸
禁
制
な
ど
藩
の

「
御
法
令
」
を
厳
し
-
守
る
よ
う
申
し
伝
え
る
と
と
も
に
、
山
内
作
法
に
つ
い
て
細

か
く
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
「
山
内
作
法
申
渡
条
々
」
は
、
一
二
条
に
わ
た
り
鐘
内
で
の
労
働
者

の
心
構
え
を
説
い
て
い
る
。
第
一
条
に
、
「
鐘
吹
方
之
儀
者
職
人
引
請
之
事
」
と
し
、

「
鐘
内
大
別
者
職
人
手
先
ニ
テ
万
々
懸
引
不
致
テ
者
不
相
成
候
所
」
と
説
い
て
、
「
不

心
得
之
者
有
之
候
ハ
1
、
幾
重
二
茂
申
諭
、
其
上
聞
入
不
中
老
者
、
無
用
捨
支
配
入

江
可
届
出
事
」
と
記
し
て
い
る
。

職
人
と
は
、
村
下
と
炭
坂
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
で
炭
焚
と
番
子
を
指
図
し

て
働
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
指
図
に
従
わ
な
い
場
合
は
支
配
人
へ
届
け
出
る
よ

う
に
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
炭
や
粉
鉄
(
砂
鉄
)
を
粗
末
に
扱
わ
な
い
よ
う
心
配
り

す
る
こ
と
、
炭
焚
や
番
子
の
仕
事
が
い
い
加
減
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ

と
な
ど
、
細
か
-
規
定
を
設
け
て
い
る
。
そ
し
て
鐘
内
の
全
て
に
つ
い
て
責
任
は
村

下
と
炭
坂
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
山
配
取
扱
向
ヶ
条
」
三
三
条
を
定
め
て
い
る
。
山
配
は
炭
や
灰
の

取
り
扱
い
を
担
当
す
る
者
で
あ
る
。
山
子
(
大
炭
焼
き
)
　
の
持
っ
て
来
る
炭
の
品
定

め
を
し
、
さ
ら
に
焼
木
山
(
炭
山
)
　
で
「
不
時
之
儀
」
が
な
い
よ
う
に
監
視
し
て
廻
っ

た
。
こ
の
「
山
配
取
扱
向
ヶ
条
」
は
鐘
内
の
こ
と
以
外
の
全
て
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
山
子
の
こ
と
の
ほ
か
、
栂
折
を
す
る
「
銅
折
小
屋
」
、
や
「
鉄
蔵
」
、

「
粉
鉄
洗
之
儀
」
な
ど
様
々
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

た
た
ら
操
業
の
始
ま
る
時
、
山
内
を
廻
っ
て
村
下
、
炭
坂
、
炭
焚
、
番
子
な
ど
担

当
者
一
〇
人
を
軒
別
に
起
こ
し
て
炉
内
へ
揃
え
さ
す
の
は
、
山
配
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
操
業
に
際
し
て
の
入
用
品
は
す
べ
て
山
配
が
手
配
し
た
。
そ
し
て
、
山
配
は

鐘
外
で
の
仕
事
が
な
い
と
き
は
昼
夜
鐘
内
に
い
て
す
べ
て
の
こ
と
を
見
繕
う
役
目
杏

負
っ
て
い
た
。

仕
事
の
合
図
は
「
拍
子
木
」
に
よ
っ
て
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
た
ば
こ

は
銅
折
小
屋
の
み
で
吸
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
長
た
ば
こ
に
な
ら
な
い
よ
う
厳

重
な
取
り
締
ま
り
を
命
じ
て
い
る
。
番
子
庄
屋
は
職
人
(
村
下
・
炭
坂
)
　
の
下
役
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
鍍
内
の
こ
と
は
職
人
と
山
配
が
申
し
合
わ
せ
る
よ
う
に
し

て
お
り
、
労
務
管
理
と
し
て
は
番
子
を
最
も
重
視
し
て
い
る
。

樫
井
家
の
山
で
炭
を
焼
い
て
い
る
山
子
は
「
野
方
」
と
呼
ば
れ
、
彼
ら
は
山
配
の

指
図
に
よ
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
山
配
は
子
鉄
(
砂
鉄
)
洗
い
の
監
督
も

し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
山
内
労
働
者
に
対
し
て
は
、
米
の
前
貸
し
が
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、

「
米
貸
定
日
」
　
に
一
定
量
を
借
り
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
特
別
の
理
由
が
あ
っ

て
定
め
ら
れ
た
以
上
の
「
増
借
」
を
し
た
い
場
合
は
、
山
配
に
申
し
出
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

山
内
の
労
働
者
も
村
の
寺
社
会
式
や
祭
礼
に
参
詣
し
て
お
り
、
そ
の
際
大
酒
を
飲

ん
で
大
勢
の
人
前
で
大
声
を
出
し
て
騒
ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
「
山
内
定
法
書
目
」
で

は
戒
め
て
い
る
。

こ
の
「
山
内
定
法
書
目
」
は
、
幕
末
の
山
内
の
実
態
を
知
る
上
で
実
に
貴
重
で
あ

る
.
そ
の
末
尾
に
は
、
「
平
常
主
家
之
恩
を
不
忘
却
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
寓
1
心

得
違
者
於
有
之
者
急
度
答
可
申
付
者
也
」
と
あ
っ
て
、
山
内
も
た
た
ら
経
営
者
を
頂

点
に
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
村
下
は
技
術
者
と
し
て
鐘
内

で
の
操
業
に
責
任
を
も
ち
、
山
配
が
む
し
ろ
山
内
全
体
を
取
り
仕
切
っ
て
管
理
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
槙
原
た
た
ら
の
「
山
内
定
法
書
目
」
が
幕
末
の
一
般
的
な
山
内
を
例
示
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
有
力
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な
一
例
で
あ
ろ
う
。

七
　
た
た
ら
の
新
設
と
山
内

宇
根
た
た
ら
は
、
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
　
に
新
設
し
て
一
〇
〇
年
以
上
、
模
井

家
が
た
た
ら
操
業
を
や
め
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
芋
根
た
た
ら
が
操
業
を

始
め
る
以
前
の
各
た
た
ら
は
三
年
～
十
九
年
の
操
業
で
、
寿
命
を
終
え
て
次
の
新
し

い
た
た
ら
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
幕
末
に
、
増
た
た
ら
を
認
め
ら
れ
た
り
、
増

鍛
冶
屋
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
た
ら
場
や
大
鍛
冶
場
が
増
加
し
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
山
内
労
働
者
は
増
加
し
、
山
内
も
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
増
た
た
ら

は
、
一
般
的
に
は
年
限
を
限
ら
れ
て
認
め
ら
れ
た
た
め
、
年
限
が
切
れ
る
時
、
引
き

続
き
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
願
出
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
を
契
機
に
新
た

・

1

一

:

蝣

<

-

,

/

に
た
た
ら
「
打
替
」
を
願
い
で
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

大
吉
た
た
ら
と
福
原
た
た
ら
は
、
模
井
家
と
吉
田
村
・
田
部
家
の
相
吹
き
　
(
共
同

操
業
)
　
で
あ
っ
た
が
、
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
許
可
年
限
が
切
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
引
き
続
き
許
可
を
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
契
機
に
八
代
谷
た
た

ら
に
　
「
打
替
」
　
(
新
設
)
　
し
て
い
る
。
福
原
た
た
ら
は
文
政
四
年
か
ら
安
政
五
年
ま

で
三
八
年
間
、
大
吉
た
た
ら
は
天
保
1
　
1
年
(
1
八
四
〇
)
　
か
ら
安
政
五
年
ま
で
l

九
年
間
、
相
吹
き
し
て
き
た
。
八
代
谷
た
た
ら
へ
の
　
「
打
替
」
　
に
あ
た
っ
て
は
、
田

部
家
や
慢
井
家
の
関
係
者
、
田
部
家
の
菅
谷
た
た
ら
、
杉
戸
た
た
ら
、
さ
ら
に
は
大

吉
た
た
ら
の
代
表
者
が
相
談
し
て
い
る
　
(
安
政
五
年
「
八
代
谷
新
鐘
相
談
覚
帳
」
)
。

万
延
元
年
　
(
1
八
六
〇
)
　
1
二
月
、
御
趣
向
御
鐘
の
横
原
た
た
ら
は
　
「
初
代
」

(
初
操
業
)
　
を
迎
え
、
生
産
は
順
調
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
初
代
で
、
銑
一
七
駄
七

貰
五
〇
〇
匁
目
、
鋸
一
七
貫
で
あ
っ
た
。
四
代
目
以
降
は
合
計
全
て
四
〇
駄
を
越
え

て
い
る
。

七
代
の
生
産
は
、
銑
二
三
駄
二
五
貫
五
〇
〇
日
、
栂
二
一
駄
と
な
っ
て
い
る
。

七
代
の
時
、
「
七
代
立
祝
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
上
阿
井
の
庄
屋
、
年
寄
、
町

方
の
日
代
、
山
内
労
働
者
、
小
作
人
な
ど
合
計
二
六
六
人
に
祝
い
物
を
配
っ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
か
ら
樫
井
家
関
係
の
者
を
み
る
と
、
内
谷
山
内
の
者
、
近
辺
の
小
作
人
七

〇
人
に
は
「
鍍
打
建
候
潮
、
木
引
手
伝
候
」
と
い
う
こ
と
で
祝
儀
を
配
り
、
ほ
か
に

木
地
谷
山
内
一
〇
人
、
奥
内
谷
山
内
一
二
人
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
槙
原
た
た
ら

山
内
者
の
う
ち
通
い
の
者
二
六
人
に
祝
儀
が
配
ら
れ
て
い
る
。
山
内
労
働
者
と
い
い

な
が
ら
も
、
近
辺
の
農
村
か
ら
通
い
の
労
働
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
祝
儀
の
配
ら
れ
る
対
象
者
と
し
て
、
樫
井
家
の
六
軒
の
た
た
ら
場
、
大
鍛
冶
堤

の
手
代
は
残
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
お
祝
い
が
行
わ

㈹

れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
　
(
万
延
元
年
「
鉄
方
御
趣
向
御
鐘
万
留
帳
」
)
。

八
　
絵
・
図
面
に
み
る
大
鍛
冶
場
と
た
た
ら
場

樫
井
家
に
は
明
治
十
l
年
と
l
二
年
の
二
度
、
画
家
田
能
村
直
入
が
逗
留
し
て
い

る
。
田
能
村
直
入
は
京
都
府
画
学
校
(
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
前
身
)
　
設
立
に
尽
力

し
自
ら
の
潤
筆
料
を
画
学
校
の
運
営
資
金
に
充
て
よ
う
と
、
中
国
地
方
各
県
へ
の
派

に
出
た
。
そ
の
と
き
、
模
井
家
に
も
逗
留
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
樫
井
家
周
辺

を
季
節
ご
と
に
一
二
の
風
景
と
し
て
画
帳
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、

樫
井
家
内
谷
の
山
内
を
写
実
的
に
描
い
て
い
て
、
地
形
は
今
日
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
.
も
う
1
　
つ
は
母
屋
と
そ
の
周
辺
の
蔵
な
ど
を
措
き
、
さ
ら
に
、
今
l
　
つ
は

大
鍛
冶
場
周
辺
が
母
屋
と
共
に
措
か
れ
て
い
る
　
(
こ
れ
ら
の
絵
は
本
書
口
絵
に
載
せ

て
い
る
)
。

山
内
を
措
い
た
画
を
み
る
と
、
模
井
家
の
母
屋
か
ら
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
の

位
置
に
山
内
労
働
者
の
居
家
で
あ
る
藁
吹
き
の
家
二
〇
軒
前
後
と
、
本
小
屋
と
呼
ば

れ
、
経
理
な
ど
行
う
板
葺
き
の
1
軒
が
描
か
れ
て
い
る
。
山
内
労
働
者
は
長
屋
で
は

な
く
、
一
軒
の
藁
吹
き
の
家
に
家
族
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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明治16年野土鍍諸施設の配置図「明治16年4月製鉱場譲渡願」による
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ふたごう

明治7年邑智郡潮村(現美郷町)二多郷たたら
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一
方
、
母
屋
の
西
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
-
ら
い
の
位
置
に
大
鍛
冶
場
と
二
軒
の
山
内
労

働
者
の
居
家
、
さ
ら
に
手
代
の
家
と
い
わ
れ
る
居
家
が
措
か
れ
て
い
る
。
大
鍛
冶
堤

を
含
め
、
い
ず
れ
も
藁
吹
き
で
あ
る
。
そ
の
奥
に
母
屋
と
蔵
群
も
描
か
れ
て
お
り
、

地
形
は
今
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
山
内
と
大
鍛
冶
場
は
近
世
後
期
の
様
千

と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
推
測
で
き
る
。

次
に
明
治
l
五
年
、
趣
井
家
が
仁
多
元
右
衛
門
か
ら
購
入
し
た
高
尾
村
・
野
土
た

た
ら
に
つ
い
て
、
購
入
時
に
物
件
書
類
と
共
に
差
し
出
さ
れ
た
野
土
た
た
ら
の
図
面

を
み
て
み
た
い
。
措
か
れ
た
図
面
は
製
鉱
場
(
た
た
ら
場
)
七
三
坪
二
合
や
金
屋
子

神
、
本
家
、
本
家
隠
居
、
手
代
家
二
軒
、
銅
小
屋
、
炭
小
屋
二
軒
、
土
蔵
な
ど
と
輿

に
、
山
内
労
働
者
の
居
家
で
あ
る
長
屋
七
軒
が
描
か
れ
て
い
る
。
長
屋
の
広
さ
は
同

じ
で
は
な
-
、
八
坪
か
ら
五
二
坪
ま
で
あ
る
。
硬
井
家
内
谷
の
山
内
労
働
者
・
居
家

は
藁
葺
き
の
一
軒
や
で
あ
っ
た
が
、
野
土
た
た
ら
場
の
山
内
労
働
者
の
居
家
は
長
屋

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
山
内
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
石
見
た
た
ら

蝣

'

-

,

4

'

U

'

C

に
も
あ
る
。
邑
智
郡
潮
村
(
現
美
郷
町
)
中
原
家
の
二
多
郷
た
た
ら
場
で
あ
る
。
明

治
七
年
中
原
岩
三
郎
の
「
借
区
開
業
製
鉱
願
」
に
添
え
ら
れ
た
図
面
で
あ
る
。
敷
地

内
に
製
鉱
場
を
中
心
に
「
炭
木
屋
」
、
土
蔵
、
長
屋
三
軒
、
詰
所
が
あ
る
が
、
二
多

郷
た
た
ら
場
の
特
徴
は
、
も
う
一
段
低
い
と
こ
ろ
に
「
小
鉄
清
メ
場
」
と
「
小
鉄
居

所
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
敷
地
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
三
軒
の

長
屋
が
あ
る
。
長
屋
は
合
計
六
軒
で
あ
る
が
、
す
べ
て
桁
行
一
〇
問
、
梁
行
二
間
で

あ
る
。
長
屋
の
規
模
を
吟
味
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
た
た
ら
場
で
の
生
産
量
に
よ
っ

て
山
内
労
働
者
の
数
も
異
な
っ
て
-
る
で
あ
ろ
う
。
詰
所
は
監
督
す
る
者
が
事
務
を

と
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
原
家
の
母
屋
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

以
上
三
カ
所
の
絵
と
図
面
は
、
明
治
初
期
の
大
鍛
冶
場
と
た
た
ら
場
を
示
し
て
い

る
が
、
近
世
後
期
に
も
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
推

測
で
き
る
。
山
内
の
形
態
に
は
経
営
者
の
考
え
や
母
屋
の
位
置
、
地
形
な
ど
か
ら
多

少
の
差
異
も
あ
っ
た
。
し
か
し
職
住
一
体
の
合
理
的
な
考
え
か
ら
山
内
も
形
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

50

お

わ

り

に

さ
て
、
樫
井
家
の
山
内
は
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
　
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た

が
、
こ
の
時
す
で
に
山
内
労
働
者
は
家
族
と
共
に
山
内
で
生
活
し
て
い
た
。
さ
ら
に

文
化
二
年
(
一
八
〇
五
)
以
降
の
　
「
宗
門
放
証
文
」
と
「
宗
門
受
取
証
文
」
か
ら
こ

の
こ
ろ
す
で
に
近
隣
の
村
と
の
交
流
は
、
結
婚
な
ど
を
通
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
ま
た
、
元
治
二
年
(
一
八
六
五
)
　
の
樫
井
家
の
山
内
を
「
山
内
定
法
書
目
」

を
通
し
て
み
て
き
た
が
、
銅
折
小
屋
で
は
た
ば
こ
を
吸
え
た
し
、
村
の
寺
社
会
式
や

祭
礼
に
参
詣
し
て
も
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
山
内
の
閉
鎖
性
や
山
内

労
働
者
の
た
た
ら
経
営
者
へ
の
隷
属
性
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
模
井
家
の
大

規
模
な
山
内
成
立
を
確
認
で
き
る
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
か
ら
山
内
と
近
隣
村
と

の
交
流
が
確
認
で
き
る
文
化
二
年
(
一
八
〇
五
)
ま
で
に
は
六
二
年
の
年
限
が
あ
る
。

さ
ら
に
「
山
内
定
法
書
目
」
の
成
立
時
期
ま
で
は
一
二
二
年
の
年
限
が
あ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
間
に
山
内
は
様
々
な
変
化
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
時
々
の
時
代

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
内
の
実
態
に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
多
く
の
事
例
を
検
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

山
内
の
閉
鎖
性
・
経
営
者
へ
の
隷
属
性
を
伺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
我
々
は
す
で

に
広
島
藩
の
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
「
隅
屋
鉄
山
規
則
」
や
寛
政
四
年
(
一
七
九

:
l

二
)
「
隅
屋
鉄
山
の
『
山
内
格
式
』
を
申
付
け
る
覚
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
隅

屋
鉄
山
規
則
」
で
は
、
山
内
か
ら
の
逃
亡
者
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
遠
方
へ
逃
げ
た

と
し
て
も
、
余
計
な
費
用
が
か
か
っ
て
も
「
尋
候
而
引
戻
シ
候
」
と
記
し
て
い
る
。

「
隅
屋
鉄
山
の
『
山
内
格
式
』
を
申
付
け
る
覚
」
に
は
、
「
鉄
山
之
者
ハ
鉄
山
切
二

仕
、
場
所
近
所
百
姓
屋
有
之
候
共
、
日
之
中
ハ
勿
論
夜
中
二
而
も
百
姓
屋
江
入
込
申



問
敷
事
」
と
か
　
「
諸
商
人
場
所
内
江
入
込
せ
中
間
敷
事
」
な
ど
と
あ
り
、
山
内
の
閉

鎖
性
を
伺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
欠
落
者
有
之
候
ハ
ゝ
早
速
諸
方
江
追
手

ヲ
出
シ
可
申
事
、
落
着
キ
所
相
知
レ
候
ハ
ゝ
早
速
引
戻
シ
可
申
」
と
あ
り
、
厳
し
い

拘
束
力
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
l
般
的
に
は
逃
亡
し
た
労
働
者
は
た
た
ら
経
営
者

か
ら
の
前
借
り
を
踏
み
倒
し
て
逃
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
逃
亡
を
牽
制
す
る
た
め
に

厳
し
い
「
山
内
格
式
」
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

o

一
方
、
『
鉄
師
麻
原
家
の
研
究
と
文
書
目
録
』
　
に
は
、
「
小
峠
鐘
諸
演
説
之
覚
」

「
山
内
申
渡
頭
書
事
」
な
ど
い
-
つ
か
の
山
内
史
料
と
高
尾
昭
浩
氏
の
論
説
「
山
内

集
落
の
形
成
と
山
内
労
働
者
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
山

内
労
働
者
の
「
隷
属
性
」
を
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
労
働
者
に
「
隷
属
性
」
の
な

い
山
内
は
、
成
立
当
初
か
ら
そ
う
で
あ
っ
て
、
変
わ
ら
な
い
の
か
ど
う
か
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
氏
の
引
用
し
た
史
料
で
あ
る
「
小
峠
鐘
諸
演
説
之
覚
」
に
つ
い

て
、
高
尾
氏
は
、
寛
延
元
年
(
1
七
四
八
)
か
ら
宝
暦
三
年
(
l
七
五
六
)
　
の
六
年

間
操
業
し
た
小
峠
鐘
に
お
い
て
、
操
業
開
始
に
あ
た
っ
て
「
申
渡
し
た
も
の
」
と
断

定
し
て
お
り
、
か
な
り
早
い
時
期
の
山
内
に
つ
い
て
の
史
料
と
し
て
、
注
目
に
値
す

る
。さ

て
、
本
稿
で
は
近
世
後
期
の
山
内
を
樫
井
家
を
一
つ
の
事
例
と
し
て
検
討
し
て

き
た
の
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
鉄
山
労
働
者
の
実
態
を
究
明

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
王

llllEX

(
-
)
『
た
た
ら
研
究
』
第
四
四
号
(
二
〇
〇
四
年
一
二
月
)
所
収
、
「
地
理
学
に
お
け
る
た
た
ら

製
鉄
の
研
究
動
向
」

(
-
)
保
坂
智
「
近
世
後
期
鉄
山
労
働
者
の
性
格
に
関
す
る
l
考
察
」
(
『
史
観
』
九
三
、
1
七
I

二
九
)

荻
真
一
郎
「
南
部
鉄
山
に
お
け
る
生
産
組
織
と
労
働
組
織
I
近
世
後
期
の
中
村
家
の
場
合
-
ち

『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
　
(
別
巻
一
八
へ
東
北
大
学
へ
一
九
八
一
)
、
同
『
近
世
鉱

山
社
会
史
の
研
究
』
(
恩
文
闇
、
一
九
九
六
年
)

山
崎
一
郎
「
近
世
鉄
山
業
に
お
け
る
労
働
者
争
奪
と
経
営
者
間
協
定
」
(
『
瀬
戸
内
海
地

域
史
研
究
』
三
へ
　
t
九
九
l
年
)

山
内
を
「
隷
属
性
・
閉
鎖
性
」
的
と
規
定
し
た
研
究
者
は
へ
　
た
た
ら
研
究
の
先
達
で
あ

る
尾
高
邦
雄
氏
や
向
井
義
郎
氏
、
庄
司
久
孝
氏
で
あ
る
。
彼
ら
は
初
期
の
た
た
ら
研
究
に

大
き
な
業
績
を
残
し
た
。
彼
ら
の
見
解
は
、
当
時
の
史
料
的
制
約
か
ら
限
界
も
あ
っ
た
が
、

多
少
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

尾
高
邦
雄
氏
は
『
職
業
と
社
会
集
団
!
出
雲
地
方
の
鉄
山
に
お
け
る
生
活
協
同
態
-
』

(
一
九
四
六
年
)
　
で
、
山
内
を
「
封
鎖
的
集
団
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
「
山
内
と
地
下
と

の
問
の
通
婚
が
比
較
的
行
は
れ
難
か
っ
た
」
と
し
な
が
ら
も
へ
　
「
勿
論
時
代
の
新
し
-
な

る
ほ
ど
、
そ
し
て
鐘
の
定
着
性
が
増
大
す
る
ほ
ど
、
両
者
の
通
婚
は
普
通
の
こ
と
と
な
っ

た
」
と
い
う
。

庄
司
久
孝
氏
の
「
た
た
ら
(
鍾
)
　
の
経
営
形
態
よ
り
見
た
る
出
雲
、
石
見
の
地
域
性
」

(
『
島
大
論
集
』
第
言
号
所
収
、
昭
和
二
五
年
)
も
山
内
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
尾
高
氏
の
見
解

を
踏
襲
し
て
い
る
。

向
井
義
郎
氏
は
「
広
島
藩
の
鉄
山
格
式
及
条
目
」
(
『
史
学
雑
誌
』
第
六
三
編
第
八
号
所

収
)
　
で
、
山
内
労
働
者
を
「
借
金
奴
隷
的
状
態
」
と
い
い
へ
「
山
内
作
業
場
に
緊
縛
さ
れ
て

収
奪
さ
れ
る
機
構
内
に
あ
っ
て
は
、
前
貸
未
進
の
ま
1
他
処
の
鉄
山
へ
欠
落
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
」
と
い
う
。
た
だ
、
向
井
氏
の
使
わ
れ
て
い
る
史
料
は
、
明
暦
二
年
(
一
六
五

六
)
　
の
「
鉄
山
格
式
及
条
目
」
へ
さ
ら
に
は
元
禄
一
二
年
の
史
料
で
あ
り
、
近
世
前
期
と
い

う
か
な
り
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
今
後
、
山
内
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
時
代

区
分
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
山
内
を
分
析
し
て
い
か
な
-
て
は
な
ら
な
い
。

(
-
)
「
鉄
山
労
働
者
の
性
格
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
(
高
木
正
朗
編
『
空
間
と
移
動
の
歴
史
地
理
』

(
立
命
館
大
学
地
域
情
報
研
究
シ
-
-
ズ
三
、
古
今
書
院
)

(
4
)
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
l
O
巻
所
収
)

(
-
)
『
近
世
製
鉄
史
論
』
　
1
九
七
二
年
へ
三
1
書
房
、
1
五
八
貢

(
-
)
『
日
本
製
鉄
史
論
』
所
収
へ
「
松
江
藩
の
鉄
山
政
策
と
製
鉄
技
術
」
、
l
九
八
三
年

(
7
)
「
近
世
期
鉄
生
産
に
に
お
け
る
藩
・
鉄
師
と
農
民
」
(
『
歴
史
評
論
』
三
五
〇
号
、
一
九
七

九
年
、
所
収
)
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(
-
)
「
島
根
県
に
お
け
る
株
小
作
制
度
と
田
郡
家
(
鉄
師
)
　
の
構
成
並
び
に
農
地
改
革
の
影
響
」

(
財
団
法
人
農
政
調
査
会
発
行
、
1
九
五
二
年
三
月
)

(
-
)
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』
(
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
近
世
の
明
和
か
ら
近
代
の
大
正

末
ま
で
の
鋼
・
銃
の
生
産
l
覧
表
が
あ
る
)

(
S
)
「
八
代
谷
新
鍍
相
談
覚
帳
」
「
鉄
方
御
趣
向
御
鐘
万
留
帳
」
と
も
に
鳥
谷
智
文
民
の
御
教
示

に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
。
記
し
て
謝
し
た
い
。

ォ
)
『
加
計
町
史
』
資
料
編
Ⅱ
　
(
平
成
一
四
年
発
行
)
所
収
。

『
鉄
師
麻
原
家
の
研
究
と
文
書
目
録
』
は
、
「
麻
原
家
文
書
悉
皆
調
査
報
告
書
」
　
で
あ
り
'

文
化
庁
と
島
根
県
の
補
助
事
業
と
し
て
二
〇
〇
五
年
島
根
県
横
田
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
出
版
さ
れ
、
筆
者
が
そ
の
監
修
に
あ
た
っ
た
。
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〔
史
料
〕

山
内
定
法
書
目
　
(
元
治
弐
　
丑
正
月
)

御
鐘
槙
原

御
候
日
並
御
用
所
御
書
附
之
趣
、
其
外
追
々
被
仰
出
候
殿
合
之
趣
、

大
切
至
極
之
儀
二
候
間
、
疎
二
相
心
得
問
鋪
候
、
荒
増
御
ケ
傑
左
之
通

一
宗
門
之
儀
者
至
而
太
切
之
事
二
候
間
、
御
法
令
通
、
猿
之
儀
無
之
様
取
扱
候
事

1
博
突
之
儀
者
格
別
之
御
制
禁
二
候
間
、
柳
タ
リ
共
勝
負
事
1
切
不
相
成
事

1
喧
嘩
口
論
ケ
間
敷
儀
l
切
不
相
成
、
不
宜
事
大
勢
申
合
候
儀
者
、
徒
党
二
相
聞
候

間
、
兼
々
可
相
慎
事

l
絹
布
御
殿
合
之
儀
者
、
退
々
御
厳
重
被
仰
出
候
間
、
絹
布
斤
糸
金
銀
細
工
物
等
l

切
不
相
成
、
其
外
能
手
之
品
相
用
問
敷
事

一
近
年
追
々
世
上
騎
著
致
、
増
長
候
二
付
、
高
々
古
風
二
立
戻
、
質
素
倹
約
相
守
候

様
被
仰
渡
候
条
、
此
旨
兼
々
相
心
得
居
、
衣
類
食
物
等
別
而
心
ヲ
付
能
手
之
儀
無

之
様
可
致
事

右
之
候
々
1
同
相
心
得
、
兼
而
被
仰
渡
候
御
法
令

猿
之
儀
無
之
様
急
度
可
相
守
者
也

正
月

山
内
作
法
申
渡
傑
々

一
鐘
吹
方
之
儀
者
職
人
引
請
之
事
二
候
処
、
家
業
第
一
大
切
至
極
之
事
二
候
問
、
少

茂
無
油
断
相
勤
、
鐘
内
諸
殿
合
心
ヲ
付
可
申
、
尚
又
鐘
内
大
別
者
職
人
手
先
二
而

高
々
懸
引
不
致
而
者
不
相
成
候
所
、
身
分
潔
白
二
無
之
而
者
不
行
届
之
物
二
候
問
、

業
向
勿
論
兼
而
身
分
相
慎
、
無
手
抜
掛
引
業
鉢
相
励
可
申
、
尚
又
、
内
方
者
之
内
、

不
心
得
之
者
有
之
候
ハ
1
、
幾
重
二
茂
申
諭
、
其
上
聞
入
不
申
者
者
、
無
用
捨
支

配
入
江
可
届
出
事

附
リ
、
番
子
仕
事
心
ヲ
付
賃
銭
高
下
厳
重
二
取
極
可
申
出
、
尚
又
鐘
内
鉄
類
遣

道
具
等
不
殿
合
之
儀
無
之
様
可
令
心
配
、
挽
又
炭
・
粉
鉄
鹿
抹
二
不
相
成
様
心
ヲ

付
、
且
炭
灰
取
殿
リ
之
儀
者
山
配
引
請
二
候
得
共
、
猿
之
儀
無
之
様
職
人
炭
焚
杯

よ
り
心
ヲ
添
殿
リ
合
行
届
候
様
可
令
心
配
事

〓
灰
焚
、
番
子
勤
向
之
儀
等
閑
之
仕
方
有
之
候
而
者
、
吹
方
差
悶
相
成
、
大
切
之
儀

二
候
問
、
出
精
相
勤
可
申
、
鐘
内
方
者
職
人
引
受
二
候
間
、
高
々
致
差
図
実
姉
相

勤
候
様
職
人
よ
り
吃
度
心
配
可
致
事

〓
灰
焚
之
者
第
一
炭
・
小
鉄
太
切
二
致
、
取
扱
無
油
断
炭
灰
念
入
卸
取
、
荒
キ
分
者

釜
ノ
内
江
相
用
可
申
、
拐
又
尾
尻
鉄
類
鹿
抹
二
不
相
成
様
気
ヲ
付
拾
置
候
事

附
リ
、
小
鉄
、
焼
薪
、
炭
木
類
焚
候
儀
ハ
堅
不
相
成
、
悉
皆
執
二
而
相
仕
舞
候

事

l
番
子
之
儀
者
吹
踏
方
第
1
之
儀
二
候
虞
、
眠
付
キ
踏
堅
不
相
成
、
尚
又
番
子
之
内

病
気
故
隙
等
有
之
、
欠
問
入
用
之
節
者
、
番
子
大
別
之
内
よ
り
代
り
可
相
勤
、
拐

又
小
鉄
負
込
並
寵
之
目
上
釜
土
負
、
其
外
仕
事
中
役
目
有
之
候
間
、
定
之
通
厳
重

可
取
扱
、
上
釜
土
番
子
手
合
仕
来
候
所
、
間
二
者
、
釜
塗
余
土
或
者
伐
落
シ
土
等
、

二
割
土
二
堅
父
候
儀
茂
有
之
趣
一
切
不
相
成
事
二
候
、
尚
又
鐘
遣
ひ
道
具
類
至
極

大
切
に
取
扱
、
釜
土
之
節
杯
者
別
而
可
心
付
事

附
リ
、
藁
等
四
本
拝
置
、
兼
而
天
秤
山
四
方
二
備
置
、
番
子
代
り
度
毎
、
上
蓋
ノ

上
砂
無
之
様
掃
除
可
致
事

1
鍍
仕
懸
之
節
、
職
人
始
内
方
者
夜
ノ
吹
三
計
間
有
之
時
分
出
揃
、
仕
掛
念
入
吹
方

第
一
二
可
心
ヲ
付
事

一
鐘
下
り
之
節
吹
方
之
模
様
二
寄
、
夜
仕
舞
或
者
差
明
シ
有
之
候
処
、
是
等
之
儀
者

職
人
心
ヲ
付
可
申
、
且
仕
舞
之
儀
大
別
よ
り
速
ク
杯
我
侭
之
儀
申
者
有
之
候
ハ
ゝ
、

無
用
捨
職
人
よ
り
算
用
場
江
可
届
出
事

1
天
秤
山
江
無
用
之
者
l
切
不
相
成
、
両
職
人
炭
焚
番
子
等
之
者
よ
り
制
方
可
致
事

一
天
秤
山
並
小
鉄
待
其
外
鐘
内
二
而
子
供
悪
遊
不
致
様
両
職
人
よ
り
急
度
制
シ
方
可

致
事
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l
鐘
出
鉄
之
節
山
配
者
勿
論
職
人
と
も
早
朝
よ
り
出
掛
、
何
角
見
繕
、
籾
又
朝
鉄
糞

取
候
儀
者
、
栂
引
大
別
鍍
江
出
不
中
内
二
取
片
付
可
申
、
栂
引
出
灰
床
ノ
内
片
付

右
仕
舞
可
申
事

〓
灰
灰
取
扱
向
之
儀
者
、
山
配
引
受
二
候
虞
、
山
内
大
別
江
壱
代
二
付
壱
軒
江
双
龍

一
盃
宛
遣
候
問
、
山
配
江
願
出
貰
可
申
、
勝
手
二
取
帰
候
儀
堅
不
相
成
、
高
一
心

得
違
之
者
見
当
リ
ニ
お
ゐ
て
者
急
度
答
可
申
付
事

附
リ
、
山
子
之
者
者
銘
々
釜
山
二
炭
灰
有
之
候
儀
、
櫨
所
二
而
者
達
不
申
事

l
山
配
之
儀
者
山
内
1
鉢
之
掛
引
、
就
中
野
方
大
別
を
引
受
、
日
々
諸
事
手
配
遣
ひ

方
懸
引
い
た
し
、
本
小
屋
用
向
相
勤
、
万
端
取
引
多
重
役
二
候
所
、
身
分
潔
白
こ

し
て
諸
事
厳
重
取
扱
不
致
而
者
、
諸
人
帰
服
致
兼
、
物
毎
差
悶
多
不
為
之
筋
二
候

間
、
此
段
兼
々
可
相
心
得
事

山
配
取
扱
向
、
ケ
傑
左
之
通

一
大
炭
請
取
方
之
夏

但
、
炭
灰
、
木
頭
炭
ノ
焼
方
等
能
々
相
改
、
炭
灰
並
木
頭
有
之
候
ハ
ゝ
懸
目
之
内

こ
て
引
落
可
申
、
拐
亦
炭
堅
ク
焼
方
致
候
ハ
1
、
是
又
見
計
ヲ
以
何
割
与
歩
引
請

取
候
亭

一
長
木
請
取
方
之
事

但
、
長
サ
極
有
之
候
通
、
余
慶
長
短
無
之
様
為
伐
受
取
候
事

一
灰
木
受
取
方
之
事

灰
木
随
分
細
-
為
割
、
荒
キ
分
者
割
直
さ
せ
、
懸
改
可
受
取
事

一
釜
土
請
取
方
之
事

釜
土
天
気
能
時
分
二
為
負
、
鍍
下
り
日
迄
二
可
手
配
置
事

一
毎
夜
本
小
屋
江
罷
出
、
翌
日
用
談
仕
事
、
諸
事
手
配
方
示
合
、
夫
よ
り
山
内
打
廻

り
、
夫
々
大
別
江
仕
事
可
申
付
事

一
諸
日
用
宰
料
い
た
し
、
仕
事
見
合
、
其
日
働
振
二
応
し
賃
銭
増
減
相
究
、
毎
夕
本

小
屋
二
而
大
別
日
帳
可
致
事

一
釜
塗
二
者
火
ノ
元
第
一
心
ヲ
付
、
鍍
内
外
打
廻
、
無
油
断
見
合
可
申
候
、
尤
外
二

火
番
付
置
、
釜
塗
之
節
其
場
江
為
立
会
候
事
、
且
番
子
受
前
仕
事
猿
之
儀
無
之
様

可
心
付
事

一
鐘
寵
仕
掛
之
節
、
夜
之
長
短
見
計
ヲ
以
、
夜
吹
平
生
三
斗
問
位
有
之
様
為
仕
掛
可

申
、
山
内
打
廻
り
、
村
下
・
炭
坂
・
炭
焚
・
番
子
等
都
而
仕
掛
拾
人
之
者
軒
別
二

起
シ
鐘
内
江
為
揃
、
夫
よ
り
釜
ノ
内
江
入
候
竿
炭
之
木
口
江
火
ヲ
付
、
直
二
釜
之

内
江
入
候
様
手
配
置
、
惣
而
仕
掛
之
節
入
用
之
品
山
配
よ
り
可
手
配
置
事

一
番
子
途
中
二
而
病
気
故
障
有
之
節
ハ
、
其
段
当
人
よ
り
番
子
庄
屋
江
相
届
、
番
千

之
内
よ
り
欠
間
為
相
勤
可
申
候
、
若
番
子
之
内
二
而
手
合
出
来
不
申
候
節
者
、
山

配
よ
り
代
人
野
方
よ
り
雇
出
候
真

一
鍍
内
二
昼
夜
不
離
相
詰
居
、
炭
灰
等
日
々
炭
焚
江
申
付
為
卸
分
、
且
炭
灰
勝
手
二

山
内
江
不
達
事
、
鐘
内
い
ろ
り
数
ケ
所
有
之
候
処
、
都
而
炭
灰
之
外
荒
キ
炭
一
切

焚
候
事
不
相
成
候
間
、
此
段
相
心
得
、
違
乱
無
之
様
毎
度
相
改
候
事
、
且
山
内
江

者
前
件
究
之
外
道
候
儀
不
相
成
候
条
、
厳
重
取
扱
可
致
事

1
出
鉄
、
銑
鉄
池
端
二
而
懸
改
、
番
子
役
目
こ
て
鉄
蔵
江
為
入
候
事

一
山
配
外
用
談
無
之
時
者
、
昼
夜
鍍
二
相
詰
諸
事
見
繕
可
申
候
、
鐘
立
間
之
御
者
勿

論
之
事
二
候
、
内
方
大
別
者
宿
元
江
引
取
居
候
而
茂
、
山
配
者
鐘
二
致
詰
番
、
万
々

可
心
付
事

一
鐘
下
り
之
晩
二
者
、
其
代
之
大
別
仕
事
通
ひ
こ
付
、
遣
手
代
中
鐘
内
江
相
語
候
所
、

仕
割
二
懸
り
候
得
者
、
山
配
を
起
シ
手
代
者
引
取
仕
割
三
計
問
山
配
見
合
を
以
吹

卸
、
釜
土
為
改
、
夫
よ
り
山
配
者
夜
ノ
明
候
迄
起
居
、
火
ノ
元
心
付
可
申
事

一
鐘
内
鉄
糞
朝
夕
弐
度
取
捨
候
前
こ
、
細
鉄
拾
ひ
取
可
申
事

一
地
域
鍛
治
屋
出
、
懸
改
之
儀
者
太
切
之
事
二
候
間
、
不
都
束
無
之
様
心
配
可
致
事

1
焼
木
山
江
毎
々
罷
越
、
木
伐
株
相
改
、
随
分
か
-
ひ
低
-
伐
候
様
、
尚
又
横
木
枝

之
分
者
不
残
枝
灰
木
二
為
樵
可
申
事
、
拐
又
焼
木
山
よ
り
近
キ
山
二
而
樵
候
者
茂
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問
々
有
之
候
間
、
心
ヲ
付
可
申
、
且
山
内
大
別
宿
薪
者
不
残
焼
木
之
枝
樵
候
事
、

焼
木
山
よ
り
外
山
江
入
込
、
薪
樵
候
儀
堅
不
成
候
条
、
此
段
相
心
得
、
山
配
毎
々

焼
木
山
見
分
可
致
事
、
万
一
不
時
之
儀
於
有
之
者
急
度
答
可
申
付
事

〓
灰
山
取
扱
之
事
、
新
釜
付
候
節
者
手
代
之
内
並
山
配
山
子
之
者
壱
大
差
添
致
見
分

候
上
、
伐
代
相
究
候
事

一
鋸
折
頭
取
之
儀
ハ
栂
折
大
別
懸
引
、
就
中
銅
折
小
屋
鉄
蔵
殿
合
、
鋼
栂
取
扱
引
受

太
切
之
役
目
二
候
間
、
身
分
潔
白
実
町
二
相
勤
、
尚
又
た
は
こ
立
居
拍
子
木
之
儀

者
野
方
大
別
並
諸
職
人
等
二
至
迄
拍
子
木
ま
か
せ
、
立
居
致
候
事
二
候
得
者
、
長

煙
草
二
不
相
成
様
日
長
短
ヲ
考
合
、
厳
重
懸
引
可
致
、
且
鋸
折
大
別
之
内
、
不
心

得
之
者
有
之
候
ハ
々
、
無
用
拾
懸
合
、
其
上
聞
入
不
中
二
お
ゐ
て
者
早
速
可
届
出

事

附
、
車
踏
之
者
銅
絞
極
之
通
可
相
勤
勿
論
之
事
二
候
所
、
壱
人
心
得
違
之
者
有

之
候
而
茂
、
外
人
別
江
引
移
、
不
行
届
二
候
問
、
左
様
之
者
者
無
用
捨
山
配
江

示
合
差
替
可
申
候
、
籾
又
小
鍛
次
方
扱
向
猿
之
儀
無
之
様
厳
重
可
取
扱
事

一
番
子
庄
屋
之
儀
者
職
人
之
下
役
二
候
得
ハ
、
鐘
内
之
事
万
端
職
人
山
配
杯
中
台
、

不
殿
合
無
之
様
精
々
心
ヲ
付
、
番
子
差
配
第
1
之
事
、
間
欠
無
之
様
心
配
可
致
、

欠
間
入
用
之
節
者
番
子
之
内
よ
り
相
勤
候
様
手
配
可
致
、
若
番
子
之
内
二
而
手
合

出
来
不
申
時
者
山
配
江
申
寄
候
事
、
尚
又
釜
塗
ノ
日
焼
灰
木
見
合
ヲ
以
持
入
、
余

慶
過
不
足
無
之
様
、
且
、
釜
土
井
釜
塗
拝
等
念
入
、
尚
鹿
抹
二
不
相
成
様
心
配
可

致
事

l
栂
折
業
向
之
儀
者
早
朝
よ
り
職
場
江
出
、
頭
取
拍
子
木
二
随
速
二
立
居
可
致
、
掬

又
折
地
拝
方
善
亜
ご
寄
損
益
二
懸
り
候
間
、
念
入
掠
立
可
申
、
其
外
職
場
殿
合
之

儀
者
1
同
申
合
厳
重
可
相
守
事

附
リ
、
煙
草
問
二
而
茂
職
場
打
拾
勝
手
二
出
歩
行
1
切
不
相
成
、
銅
折
小
屋
ニ

テ
煙
草
可
致
、
若
無
拠
儀
二
而
致
宿
帰
度
節
者
、
頭
取
江
相
届
、
勿
論
長
居
不

相
成
、
其
外
我
侭
二
出
歩
キ
い
た
し
間
欠
相
成
候
節
者
、
頭
取
よ
り
欠
日
可
申

出
事

一
車
踏
之
者
極
朝
よ
り
銅
折
小
屋
江
出
揃
、
任
拍
子
木
仕
事
取
懸
り
、
銅
絞
極
之
過

厳
重
相
勤
可
申
事
、

附
リ
、
煙
草
間
者
銅
折
小
屋
二
而
致
休
息
、
勝
手
:
出
歩
行
堅
不
相
成
、
是
等

之
儀
錆
折
同
様
可
相
勤
事

一
野
方
大
別
者
日
々
山
配
よ
り
仕
事
中
付
候
ハ
1
、
万
々
差
図
を
受
、
請
合
候
仕
事

不
怠
実
町
可
相
勤
事
、

且
、
申
付
候
儀
を
違
背
、
我
侭
不
申
出
速
二
受
合
可
相
勤
、
若
仕
事
等
閑
こ
い
た

し
候
者
有
之
候
得
者
、
日
帳
致
候
節
、
勤
方
善
悪
山
配
よ
り
可
申
出
事
、
就
中
臨

時
用
向
出
来
、
俄
二
手
配
方
申
付
候
節
者
違
背
我
侭
申
出
候
而
者
差
悶
相
成
候
問
、

右
様
之
者
者
急
度
懸
合
可
及
事

附
リ
、
長
木
灰
木
樵
入
之
儀
者
、
定
之
寸
法
之
通
長
短
無
之
様
樵
入
、
灰
木
随

分
紬
-
割
可
申
、
尚
又
焼
灰
木
・
薪
と
も
元
を
ら
ほ
成
丈
詰
而
樵
入
可
申
候
、

且
焼
灰
木
追
々
沸
底
相
成
候
問
、
木
別
而
大
切
二
取
扱
不
申
而
者
不
相
成
候
間
、

l
間
中
合
、
猿
之
儀
無
之
様
心
配
可
致
、
祝
又
松
・
栗
用
木
二
相
成
候
様
之
分

者
見
計
ヲ
以
立
置
、
且
又
焼
木
山
境
目
相
立
候
上
者
、
勝
手
二
樵
方
不
相
成
候
、

若
猿
之
取
扱
致
候
者
有
之
こ
お
ゐ
て
者
、
急
度
答
可
申
付
事

一
小
鉄
洗
之
儀
者
大
切
之
小
鉄
相
任
候
事
二
候
得
者
、
別
而
致
心
配
、
卿
茂
鹿
抹
二

取
扱
問
鏑
、
尚
又
清
小
鉄
差
問
之
儀
無
之
様
精
々
可
致
心
配
、
小
鉄
組
合
等
申
付

候
通
、
不
同
無
之
様
念
大
洗
揚
可
申
事

1
山
子
之
儀
釜
山
見
分
遣
候
上
者
、
早
朝
よ
り
夕
詰
迄
無
油
断
出
精
い
た
し
、
木
頭

炭
灰
等
無
之
様
焼
出
可
申
事

附
リ
、
道
橋
痛
候
所
者
心
ヲ
付
、
卿
之
直
方
者
山
子
手
前
二
而
直
、
通
行
可
致
、

拐
又
無
余
儀
他
所
江
罷
出
度
節
者
、
山
配
ヲ
以
願
出
、
聞
届
之
上
出
歩
行
候
事

一
銅
折
小
屋
其
外
諸
職
人
作
事
場
江
無
用
之
者
一
切
不
可
入
、
無
拠
用
談
有
之
候

ハ
1
其
段
算
用
場
江
届
出
之
上
罷
出
可
申
、
無
案
内
二
而
参
候
ハ
1
早
速
為
立
過
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候
事

l
夜
番
心
得
方
之
儀
順
番
を
以
相
勤
不
怠
、
山
内
打
廻
第
1
、
火
之
元
心
ヲ
付
、
尚

又
何
そ
胡
乱
鉢
之
者
見
当
り
候
ハ
1
、
能
々
相
乱
し
不
審
威
儀
有
之
候
ハ
ゝ
早
々

可
届
出
、
其
外
遠
近
と
も
火
事
与
見
受
候
ハ
1
、
早
速
可
届
出
事

附
リ
、
本
小
屋
者
勿
論
銅
折
小
屋
其
外
小
屋
々
々
火
ノ
元
第
1
、
諸
殿
合
能
々

相
改
可
申
、
為
其
夜
番
打
廻
り
候
事
二
候
得
者
、
万
々
無
手
抜
可
致
心
配
事

一
火
之
元
第
一
大
切
至
極
之
儀
二
候
間
、
倶
二
申
合
、
兼
而
家
内
之
者
子
供
等
二
茂

能
々
申
付
置
専
可
心
付
事

1
御
上
御
役
人
様
、
郡
役
人
衆
、
其
外
頭
分
之
入
江
達
中
二
而
出
相
候
ハ
1
、
冠
ヲ

取
町
嘩
二
檀
儀
可
致
、
諸
所
飛
脚
使
等
之
節
者
別
而
心
ヲ
付
無
礼
致
問
舗
事

一
他
国
者
往
来
之
節
当
構
内
江
立
寄
、
一
宿
為
致
呉
候
様
間
々
頼
出
候
訳
茂
有
之
候

所
、
追
々
御
厳
重
被
仰
出
候
事
二
候
得
者
、
如
何
頼
出
候
共
止
宿
為
致
候
儀
者
決

而
不
相
成
候
条
、
此
段
令
承
知
、
家
内
之
者
工
茂
能
々
可
申
聞
置
候
事

一
召
抱
大
別
之
内
致
他
行
候
節
、
御
用
状
届
方
何
方
よ
り
頼
候
共
、
決
而
受
込
申
間

舗
事
二
寄
、
如
何
様
之
迷
惑
筋
出
来
可
申
茂
難
計
候
間
、
た
と
へ
無
余
儀
者
た
り

共
可
致
断
事

1
米
貸
定
日
二
者
早
朝
よ
り
罷
出
借
受
可
申
、
我
侭
二
速
く
罷
出
候
儀
不
相
成
事

附
リ
、
無
余
儀
訳
二
而
増
借
度
節
者
、
山
配
手
筋
ヲ
以
可
頼
出
、
尤
貸
日
二
者

増
頼
致
間
敷
候
、
此
段
家
内
と
も
へ
能
々
可
申
聞
置
事

一
寺
社
会
式
祭
頑
等
二
致
参
詣
、
大
酒
呑
或
者
人
中
二
而
致
大
声
、
聯
二
而
茂
喧
嘩

口
論
ケ
間
敷
儀
一
切
不
相
成
、
其
外
不
行
跡
之
儀
無
之
様
可
相
慎
事

1
山
内
二
而
五
人
組
合
相
立
候
所
、
右
者
人
気
改
第
l
之
儀
二
候
得
者
心
得
方
不
宜

者
有
之
候
得
者
、
組
合
内
よ
り
急
度
及
懸
合
、
其
上
不
心
得
之
者
者
組
親
江
可
届

出
、
若
其
侭
二
差
置
、
不
時
之
致
取
扱
候
欺
、
又
ハ
業
鉢
差
障
相
成
候
儀
出
来
候

節
者
、
組
合
内
共
二
不
遁
其
罪
儀
二
候
条
、
兼
々
倶
吟
味
い
た
し
、
組
内
一
同
実

意
ヲ
本
と
し
て
勤
向
令
出
精
、
幾
重
二
茂
心
得
違
無
之
様
可
致
事

右
之
傑
々
大
別
一
同
堅
相
守
、
平
常
御
主
家
之
恩
を
不
致
忘
却
、
業
鉢
致
繁
栄
候
様
、

銘
々
之
動
向
精
々
相
励
、
聯
茂
不
為
之
不
可
致
取
扱
候
、
高
一
心
得
違
於
有
之
者
、

急
度
答
可
申
付
者
也

槙
原
御
鐘
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